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Turning a Politically Sensitive Place into Tourism Resources: 




The purpose of this paper is to highlight the process of utilizing tourism resources through the 
analysis of various actors’ activities and their influence in Shimenkan  (Guizhou, China) , a city 
undergoing a so-called “government-led” tourism project. Shimenkan is famous for the history of the 
Miao ethnic group’s great educational achievement since the arrival of Christian Missionaries at 
the beginning of the 20th century. In 2016, as part of the Guizhou Provincial People’s Government’s 
policy (Shimemkan) because of its poverty, it became a target area for tourism development as a 
means of economic stimuli for the local people. However, Shimemkan is also known as a place that is 
generally avoided by the government due to Christianity’s influence in this area. This paper explains 
that how actors’ activities influence Shimenkan’s tourism and government-led tourism development. 
This paper will examine the history of Shimenkan in the 20th century and analyze the interplay of 
actors such as the local people, intellectuals, activists, and government officials as they revaluated 
Shimenkan’s history, especially through the events that occurred after the Reform and Opening up 
of China.
The literature on contemporary tourism development in China has focused on the strong-armed 
tactics and negative influences of government-led projects, such as the government ignoring the local 
community’s autonomy, benefits, and identity. However, in analyzing Shimenkan, it is clear that the 
government’s decisions are influenced by the pressure of local actors, particularly towards accepting 
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Shimenkan’s historical and cultural values which were denied before. Moreover, one can better 
understand the government’s approach and thought process by analyzing how it organized and its 
reaction on other actors. 
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他方，石門坎は 1950 年代後半から 70 年代にかけて中国全土で展開した政治運動で，教会
や学校が壊され，キリスト教徒や知識人が弾圧された歴史を抱えている地域でもある。今は
観光開発の対象になっているものの，そこにおける民間人の調査・取材や，キリスト教に関
する活動は 80 年代の改革開放以降も政府にしばしば制限されていたのである 2)。
改革開放以降の中国においては，石門坎のように政治的イシューをはらむ地域を含め，あ






















































































筆者は，① 2016 年 8 月 8 日から 8 月 24 日までと，② 2017 年 2 月 12 日から 3 月 9 日まで，
③ 2018 年 8 月 24 日から 26 日までの 3 回にわたってフィールドワークを実施し，民間およ










教師がさらに中国の奥地へ積極的に入ってきた［曽 1988: 39］。1905 年に石門坎を訪れたイ
ギリス人宣教師のサムエル・ポラード（Samual Pollard 1864-1915）は，循道公会 7) に属し，
当時イギリスから中国へ布教の流れにしたがってきた 1 人である。
ポラードは山岳地域の石門坎で，キリスト教の信仰を定着させられると思わなかったが，
予想以上に成功した［Pollard and Dymond 1919］。当時，イ族に支配されていたミャオ族 8)
はポラードに庇護を求め，イ族の支配から脱しようとした［曽 1988: 47］。したがって，ポラー
そのうち観光関係の論文は 1 件しかなく［田 2010］，石門坎の観光開発への政策提言が書かれている
だけで具体的な論述がほとんどない。( 最終検索日 2019 年 1 月 6 日 )
5) 本稿におけるインタビューの内容は基本的に匿名または仮名での引用である。
6) 現在の栄和村の栄和組と石門組を中心とするエリアである。｢ 組 ｣ とは，｢ 村 ｣ における ｢ 村民自治
組 ｣ を意味する。栄和村には 5 つの組がある。栄和村の面積は 7,160 平方メートルで，674 世帯が住
んでいる。少数民族は総人口の半分近くを占めており，その多くはミャオ族である。





















































ら 1990 年の 13 年間，石門郷のミャオ族出身の大学または専門学校の合格者は皆無である［威
宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会編 1994，2014］。また，1980 年の石門坎の地元住民の








10) 石門坎の年配者，楊木へのインタビューより，2016 年 8 月 20 日。





























12) 譚佛佑のこと。訪問後，譚は 20 世紀初めの石門坎教育を題材にして論文を発表した（［谭 1983］を
参照）。
13) 楊木へのインタビューより，2017 年 3 月 11 日。
14) 石門坎民族中学校の創始者，朱煥章のこと。
15) 朱玉芳へのインタビューより，2017 年 3 月 11 日。
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2000 年代半ばに至っても石門郷の住民は 10 元（約 76 円）程度の日給のために，深刻な健康
被害をもたらす鉱山作業の仕事を競い合っていた［沈 2007: 19］。今日の石門坎では貧困撲滅
政策は政府主導で実施されているが，その頃活動しはじめていたのは OXFAM や CARE 18) な
どの国際 NGO であった。石門坎の歴史や文化に惹かれて NGO に参加し，そこから長い間石
16) 取材や調査にきた民間人は，村の政府職員に身分証明書を提示させられることが2000年以降もあった。
17) 以下は，当時の宣教師の墓の修復に参加した県政府の職員，張陽へのインタビューより，2016年8月9日。
18) OXFAM は 1942 年に，「オックスフォード飢餓救済委員会」として始まり，世界の貧困と不公平の




















を続けてきた。10 年以上に及ぶ NGO スタッフの努力によって，地元住民の生活はある程度
改善され，石門坎に関心を持つ訪問者も増加したといえる。
2000 年に入ってから，次第に存在感を増した民間アクターに対して郷政府は主導性を獲得し





































19) 周春へのインタビューより，2017 年 2 月 26 日。






































問に一つの結実として表れた。2016 年 8 月，学者，活動家，キリスト教徒などによって構
成されたボランティアチームの案内にしたがって，ポラードの曾孫であるブレイク（Samuel 
22) NGO スタッフへのインタビューより，2017 年 2 月 3 日。
23) 以下は，周春へのインタビューより，2017 年 2 月 26 日。
143




















筆者は初めの 2 度の現地調査で，2016 年 8 月から 2017 年 2 月というわずか半年間の工事










24) 石門郷政府の政府職員へのインタビューより。2017 年 2 月 16 日。
25) 地元住民数人へのインタビューより，2017 年 2 月 20 日。




























28) 以下は，Q 社の社員，陶佳辰へのインタビューより，2017 年 2 月 22 日。
写真 3　2016 年 8月（左）と 2018 年 8月（右）の同じ遺跡
出典 : 筆者撮影
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しかし，2017 年 7 月に，石門坎の開発を推してきた陳書記が重慶市の書記に栄転した。














































意義を与えたりすることで，｢ あるもの ｣ を有用なものにすることだと言える。ここではす
べてのアクターや資源化の対象を網羅してはいないが，本稿の冒頭で示した資源化に関わる
主体の「4 つの誰」［森山 2007: 85］を参照すると，20 世紀前半の石門坎の歴史に対する諸
アクターによる価値の捉え方の多様性を概観できる（表 1）29)。
こうした様々なアクターの働きかけは，石門坎に異なる影響をもたらしてきた。改革開放
29) 表 1 はすべてのアクターに当てはめるものではない。また，ミャオ族の地元住民のように，複数の捉
え方を同時に持つこともある。
147








































































参 考 文 献
〔英語文献〕
Pollard, Samuel and F. J. Dymond
 1919  The Story of Miao, London: H. Hooks.
Zimmermann, Erich Walter
 1983(1933)  World Resources and Industries: A Functional Appraisal of the Availability of 
Agricultural and Industrial Resources, New York: Garland.
〔日本語文献〕
雨森直也
  2008  「観光化における歴史の再構成と地域住民の抵抗――中華人民共和国雲南省のペー族
の新華民族旅游村の事例」『立命館大学人文科学研究所紀要』91: 229-238．
権赫麟




白山人類学　22 号　2019 年 3 月




  2008  「中国観光産業の課題と持続可能な観光への若干の展望」『人間社会環境研究』15: 
165-187．
木下直之
  2002  「創刊の辞――人が資源を口にする時」『文化資源学』1: 1-5．
森山工
  2007  「文化資源使用法――植民地マダガスカルにおける『文化』の『資源化』」『資源人類
学 02 資源化する文化』山下晋司（編），61-91 ページ，東京：弘文堂．
瀬川昌久
  1999  「中国南部におけるエスニック観光と『伝統文化』の再定義」『東北アジア研究』3: 
85-111．
瀬川昌久（編）
  2003  『文化のディスプレイ――東北アジア諸社会における博物館，観光，そして民族文化
の再編』東京：風響社．
孫潔
  2016  「棚田の文化資源化とその再資源化をめぐるポリティクス」『民族文化資源とポリティ
クス――中国南部地域の分析から』塚田誠之（編），323-351 ページ，東京：風響社．
曽士才
  1988  「西南中国の少数民族社会におけるキリスト教の受容」『季刊中国研究』10: 37-49．
  2001  「中国における民族観光の創出――貴州省の事例から」『民族學研究』66(1): 87-105．
陶冶
  2010  ｢ 観光開発に見る『民族文化』の表象――中国貴州省雷山県の『苗年文化節−』をめぐっ
て ｣『慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要』69: 117-129．
塚田誠之（編）











  2012  『中国石门坎 : 百年影像纪』云南民族出版社．
东人达
  2004  「近代民族教育的一项创举—滇黔川边石门坎教育体系评述」『贵州民族研究』4: 133-140．
马玉华
  2016  『区域文化与社会变迁—威宁・石门坎・苗族—』合肥工业大学出版社．
沈红
  2007  『结构与主体 : 激荡的文化社区石门坎』社会科学文献出版社．
  2012  「石门坎文化对苗族社会发展的启迪」『教育文化论坛』3: 109-115．
石门乡党政综合办公室
  2016  「威宁彝族回族苗族自治县石门乡基本情况」．
史开云・施毅・许学义・许定华
  2016  「石门人梦想触摸的旅游“高度”」『毕节日报』5 月 5 日第 1 版．
谭佛佑
  1983  「本世纪初贵州省威宁县石門坎教会苗民教育述评」『贵州民族研究』1: 171-179．
田连伟
  2010  「初探 20 世纪初石门坎文化与旅游开发」『法制与社会』14: 82-83．
王大卫
  2007  『寻找那些灵魂』香港文汇出版社．
王建明
  1983  「现在西南苗族最高文化区—石门坎的介绍」『民国年间苗族论文集』贵州省民族研究所
（编），249-250，贵阳 : 贵州省民族研究所 .
威宁苗族百年实录编委会（编）
  2006  『威宁苗族坎百年实录』贵阳 : 贵州民族出版社．
威宁彝族回族苗族自治县教育局（编）
  2011  『五心教育（上册）』云南人民出版社．
威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会（编）
  1994  『威宁彝族回族苗族自治县志』贵州人民出版社．
  2014  『威宁彝族回族苗族自治县志』贵州人民出版社 ( 電子版 )．
谢明
  2010　「当代中国基督教传播方式研究」中国社会科学院研究生院博士论文 .
张坦
151
白山人類学　22 号　2019 年 3 月
  1992  『“窄门”前的石门坎—基督教文化与川滇黔边苗族社会』云南教育出版社．
朱丽晓
  2015  「近 3 0 年中国的石门坎研究」『中外文化与文论』1: 194-204．
朱玉芳
  2007  『光华之子—我的父亲朱焕章』云南民族出版社．
［ウェブサイト］
贵州省人民政府
  2017「贵州 : 省级干部“挂帅”决战极贫乡镇」2018 年 11 月 16 日アクセス．
http://www.gzgov.gov.cn/xwdt/mtkgz/201709/t20170927_1031996.html
